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経営の基礎理論の講義と、マネジメント、財務会計、マーケティング、
経営理念に関して、ゲストスピーカーの講話を設定した。

ソーシャルワーク特論 〇 15 大学院博士前期課程
IPW論 〇 15 大学院博士前期課程後期セメスター

研究分野 ソーシャルワーク、保健福祉、家族支援、修復的対話（修復的正義）、コミュニティづくり
学位 博士（医学） 修士（社会福祉学）
学歴 1994年東京都立大学院社会科学研究科社会福祉学、99年富山医科薬科大学院医学系研究科環境系専攻博士課程

氏名 梅崎 薫 部署 社会福祉子ども学科 職名 教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2005年埼玉県立大学助教授（07年准教授）、13年埼玉県立大学教授

所属学会（役職）
日本社会福祉学会、日本ソーシャルワーク学会（編集委員）日本公衆衛生学会、日本高齢者虐待防止学会（評議員）
老年社会科学会、認知症ケア学会

１．研究業績
（１）著作

高齢者犯罪の総合的研究 共著 あり 風間書房 597頁

編者：細井洋子・辰野文理、分担
執筆（梅崎）第3編第6章高齢女子
受刑者の生活歴と犯罪傾向（「平
成28年調査」・「平成29年調
査」）15頁

2021.2

保健医療と福祉 共著 あり 中央法規出版 227頁

編集委員：梅崎薫、髙山惠理子、
保正友子、分担執筆（梅崎）第4章
第4節２（4頁），第5章第1節（10
頁）

2021.2

（２）論文
論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

日本版修復的対話トーキングサークル
と雑談会における参加者の不安低下に
関する比較研究

共著 あり
梅崎薫・横山惠子・丸岡弘・佐藤
晋爾

2020年
保健医療福祉科学
2020年10巻ｐ16-25

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

（４）その他

生活困難層の親支援・再考-「埼玉県子
どもの生活に関する調査」再分析より-

単独
埼玉県立大学保健医療福祉
科学学会第11回学術集会

梅崎薫 2020.10

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
該当なし

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

埼玉県立大学奨励研究費助成
日本版修復的対話オンライン・
トーキングサークルに関する基礎
研究

研究代表者：梅崎薫、
研究分分担者：田中健一・佐藤晋爾

2020.10~2021.3（12月
まで延⻑予定）

IPWシステム開発論 〇 15 大学院博士後期課程後期セメスター

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ソーシャルワーク論Ⅲ 〇 15
SW実習Ⅰ修了後に、実習Ⅱにむけて、理論と演習・実習を統合できるよ
う各担当教員と連携して授業計画を組み立てた。

高齢保健福祉論 〇 15
成年後見制度、解決志向アプローチ、高齢者虐待の未然防止として修復
的実践（RJ）トーキングサークルを演習を組込み講義した。

医療経営論 〇



7
8

1

2

3

4

5

6
7
8

1

2

3

4

1
2
3

1

1

2

3
4
5
6
7
8

修復的対話 体験会 RJ対話の会 修復的対話を体験的に学ぶ（県大公開講座に代えて開催） 2020.7.26
修復的対話 体験会 RJ対話の会 修復的対話を体験的に学ぶ（県大公開講座に代えて開催） 2020.9.27

修復的対話 体験会 RJ対話の会 修復的対話を体験的に学ぶ（県大公開講座に代えて開催） 2020.4.26

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

オンライン対話の会事業 RJ対話の会 埼玉県豊かな地域福祉づくり推進事業（助成） 2020.6~2021.2

梅崎/RJ対話の会SPU修復的対話の会 埼玉県立大学生のためのオンライン対話の会 2020.4~7

修復的対話（RJ）研修ｷｰﾊﾟｰ養成講座 RJ対話の会 オンライン修復的対話のキーパーを担うための研修 2020.11.7〜8
2021.3.27〜28

児童福祉司任用資格認定講習会 埼玉県 社会福祉援助技術論「家族支援のソーシャルワーク」 2020.12.15

修士論文 2020.4〜2021.1 主指導（指導教員） 1名

⻑寿保健福祉システム演習 〇 15 大学院博士後期課程前期セメスター

IPW実習 2020.10〜2021.3
看護学科、作業療法学科、健康開発学科口腔衛生専攻、健康行動専攻、
社会福祉学科、5名の学生を担当した。

修復的対話 体験会 埼玉県立大学 公開講座 修復的対話を体験的に学ぶ
2020.11.23
2021.2.11

⻑寿保健福祉システム演習 〇 15 大学院博士後期課程後期セメスター

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2020.10〜2021.3
施設実習において、対象者理解、信頼関係の形成、実習後の考察に必要
な情報を理解できるように指導した。

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 2020.10〜2021.3
実習Ⅰで体験した内容を大学で学んだ理論で説明するよう促し、説明
し、学生が理論と実践を統合化できるように指導した。

卒業研究を視野に個々の研究関心に添い先行研究を探索。既存統計から
の分析結果を報告。質疑応答により考察し焦点化した。

社会福祉専門演習Ⅳ 15
卒業研究として論文化内容を相互に報告・議論して、理解を深め、さら
に必要な文献や知見を追加した。

ソーシャルワーク実践 〇 15 大学院博士前期課程

⻑寿保健福祉システム論 〇 15 大学院博士後期課程前期セメスター
⻑寿保健福祉システム論 〇 15 大学院博士後期課程後期セメスター

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ソーシャルワーク演習Ⅱ 〇 15
SW実習Ⅰにむけて、児童家庭、高齢、保健福祉、司法福祉などを視野
に、理論と演習を統合できるよう授業計画を立て実施した。

社会福祉専門演習Ⅰ 15

ソーシャルワーク実習Ⅰ 2020.10〜2021.3
巡回指導では指導者との関係形成等を確認し、帰校指導では異なる施設
間での共通性、ｼﾞｪﾈﾗﾘｽﾄｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理解を促した。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間
学内実習：コマ数

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

社会福祉とは何かについて、入門的な講義と自由なdh着スカッションを
通して、学生の理解を深めた。

社会福祉専門演習Ⅱ 15
高齢者と家族に関する基礎的な文献抄読、学生の個別関心に添い先行研
究からの報告・考察にて卒業研究の関心を明確化した。

社会福祉専門演習Ⅲ 15

副指導（指導補助教員） 名
卒業論文 2020.4〜2021.12 主指導 0名 副指導 名

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

-

博士論文 2020.4〜2021.1 主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 1名

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月
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学科等における委員会等 共同実験管理部会 委員
全学的委員会及びセンター業務等 入試委員会

越谷市 介護相談 相談員 2020.4〜2021.3
特定非営利活動法人RJ対話の会 代表理事 2020.4〜2021.3

全学的委員会及びセンター業務等 大学院教務委員会 委員

日本高齢者虐待防止学会 評議員 2020.4〜2021.3
（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

日本医療ソーシャルワーカー協会（旧医療社会福祉協 研究倫理審査委員

三郷市 三郷市介護認定審査会委員 2020.4〜2021.3
八潮市 八潮市防災会議委員 2020.4〜2021.3
三郷市 三郷市成年後見センター運営委員 2020.4〜2021.3

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

越谷市 越谷市成年後見センター運営委員 委員⻑ 2020.4〜2021.3
越谷市 越谷市障害者地域自立支援協議会委員 2020.4〜2021.3

2020.4〜2021.3
日本ソーシャルワーク学会 編集委員 2020.4〜2021.3

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

該当なし

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月

該当なし
８．特記事項

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月


